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図2.1 （左）国土交通省のXバンド偏波及びCバンド偏波ドップラー レー ダーの合成雨量による7月7日12時までのω時間積算
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図2.3からわかるように，平成 30年 7月豪雨は， 典
型的な線状対流系で、あった九州、｜北部豪雨と比較して雲の
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図4.lb,Cに 6月 29日12U1℃からの予報と 30日12
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965 hPaに達していた． 区:MWF解析値では， 中心は










6 :iiヰ ］！(li-~i.－且の ランキン渦で近似すると， 中心から
100kmにおいて風速は 30四「Eに達す る．渦度
6：－中：！OJ・4ι4の等値線は，6月 29日 12UTCからの予報
（図 4.3心では 700hPa以下に留まるのに対し， 6月 30
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50K・0
期値は OOUTC,12U1℃で 27のアンサンプルメンバーが 45K 
あり、予報時間は 11日間である。予報精度評価のため，
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図 5.2 アンサンブル予報での 5側1Pa西風
のアンサンブツレ平均（黒線） とアンサンプ
ルスプレッド（陰影）と JRA・55での 5n均
等値線 （紫線）． （上）6月 29日 12凹℃
初期値， （下） 7月1日OOUTC初期値．
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図5.4 7月5日OOUTCでの見知Pa水蒸気
フラックス東西最大軸頻度分布 （陰影）と
JRAあ 角卒析値 （黒線）． （上） 6月 30日
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図 5.5 7月 1日 12UTCの海面気圧．
（上） 1日12凹 C初期値（黒線） , 6月 30
日 12UTC初期値との差（陰影）， （下）
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図 5.7 北緯 27度から 33度で平均した
925hPa北向き水蒸気フラックスの時系列．
アンサンブ、ル平均（黒線），アンサンブ、ル
スプレッ ド（陰影） , JRA-55解析値（紫
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図 5.8 300日aジオポテンシャル高度のア
ンサンブ？ル平均.7月 3日OOU1℃初期値
（黒線） と7月 2日 12目 C初期値との差
（陰影） （上） 予報時刻 3日 OOUTC、
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図-6.4府県別・集水面積別の平均比流量時系列
2）京都は7月6日から 7日にかけて特に小・中河川で
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3. 平成 30年 7月豪雨発生時の流入水蒸気量は，現在
気候ではほとんど最大レベルの流入量で、あった．
また，将来気候でも珍しく多い範轄であるが，現
在気候と比較するとその頻度は増加する．
30 
役となったそう強くない豪雨の影響を評価するには， X
バンド勘1Pレー ダーのような気象レーダー等を用い，短
時間降雨予測の強化とその利用を促進していく必要が
あるだろう．
地球温暖化に対しても，後悔しない適応をするため
気候変動将来予測を軸にした適応が必要である．さら
に，治水の基礎体力の増強，自助 ・共助としての防災
力の増強も喫緊の課題である． 上記の対策は多くの時
間を要する上，昨今の豪雨頻発を受け，じわじわとで
も地球温暖化の進行速度の方が早いように感じられる
後悔しないため，早急かつ計画的な対応が求められる．
災害からの教司｜を蓄積し，将来予測を隅々まで共有し，
どの優先順位で適応するか，考える時に来ている．そ
して水工学・土木工学 ・気象学の中で，またこれら融
合の中で， “研究”と して抜けている部分を埋めてい
くことが重要である．
